
1．問題と目的

授業は教室という集団場面で実施されており，多く
の時間と活動を共有する友人や仲間集団は，学習に対
する動機づけや授業での取り組みにおいて相互に影響
を及ぼし合っている。

Altermatt & Pomerantz（2003）は，小学校4年生
から6年生を対象にして，学業に関する信念や学業成
績における友人同士の類似性について縦断的に検討し
た。その結果，時期によって多少の違いがあるものの，
児童と親しい友人同士は，学業に関連した信念や学業
成績での類似性が高いこと，また児童の学業に関連し
た信念や学業成績は，親しい友人から類似性を高める
方向の影響を受けていることを明らかにした。
Kindermann（2007）は，小学校6年生を対象にして，
授業での取り組みにおける仲間集団内の類似性を縦断
的に測定した。そして授業での取り組みは，いずれの
時期でも集団内で類似していること，また授業での取
り組みにおける仲間からの影響は，教師や親の関わり
を統制しても認められることを明らかにした。Shin 
& Ryan（2014）は小学校6年生を対象にして，学習
目標の類似性について縦断的に検討し，熟達目標と遂
行接近目標では，親しい友人から類似性を高める方向
の影響を受けていることを明らかにした。

これらの縦断的な研究は，学習に対する動機づけ，
授業での取り組み，学業成績は，学級内の親しい友人
や仲間からの影響を受けており，彼らと多くの活動を
共有することによって，より類似してくることを示し
ている。

ただし，学習に対する動機づけや授業での取り組み

に及ぼす友人からの影響は，彼らとの関係のあり方に
よって異なることを示す研究もある。石田・吉田

（2015a）は，中学校1年生を対象にして，友人の適応
感と彼らとの関係の親密さが，生徒の適応感に及ぼす
影響について縦断的に検討した。その結果，友人の学
習適応感が生徒の学習適応感に及ぼす影響は，相手と
の関係の親密さによって逆の影響を及ぼしていること
が明らかとなった。具体的には，友人との関係が親密
である場合，友人の学習適応感と生徒の学習適応感は
正の関係にあり，学習適応感の高い友人をもつ生徒ほ
ど，自身の学習適応感は高くなっていた。それに対し，
友人との関係があまり親密でない場合は，友人の学習
適応感と生徒の学習適応感は負の関係にあり，学習適
応感の高い友人をもつ生徒ほど，自身の学習適応感は
低くなることが示された。また石田・吉田（2015b）は，
中学校1年生を対象にして，学習に対する動機づけや
授業での取り組みにおける友人からの影響について縦
断的に検討した。その結果，学習動機づけや授業での
取り組みにおける友人からの影響は，友人との関係の
親しさによって正反対であることが示された。すなわ
ち，友人との関係が親しい場合は，動機づけが高く授
業での取り組みが積極的である友人をもつ生徒ほど，
自身の動機づけは向上し，授業での取り組みも積極的
になった。反対に，友人との関係があまり親しくない
場合には，動機づけが高く授業での取り組みが積極的
である友人をもつ生徒ほど，自身の動機づけは低下し
授業での取り組みも積極的でなくなることが示され
た。これら2つの研究は，学業における友人からの影
響は，単に友人との類似性を高める方向に作用するだ
けでなく，関係があまり親しくない場合には，自他の
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類似性を低める方向に作用し得ることを示している。
では，友人との関係があまり親密でない場合におい

て，友人からの影響が自他の類似性を低める方向に作
用した理由には，どのようなことが考えられるだろう
か。この点に関して石田らは，自己評価維持モデル

（Tesser, A., & Campbell, J., 1985）という観点から考
察している。自己評価維持モデルによれば，人には自
己評価を維持，高揚したいという強い欲求があり，優
れた他者との比較によって自己評価が脅威にさらされ
たとき，人はその課題に対する意欲や関心を低下させ
ることによって，自己評価を回復させようとする傾向
があるとされる。友人との関係が親密な場合，友人は
同一視の対象や自分の考えや行動の準拠枠として機能
し，学習に対する意欲や授業での取り組みにおいて自
他の類似性を高める方向へと作用すると考えられる。
それに対し，関係が親密でない場合の友人は，自分の
能力の比較対象として機能し，その友人との相対的な
優劣が自己評価を左右する。親しくない友人が学習面
で高い評価を得ることは，自己評価を低下させる可能
性があるために，学習に対する意欲や授業での取り組
みを低下させることによって，自己評価を防衛的に維
持しようとすると考えられるのである。

ただし，石田らの研究にはいくつかの問題や課題が
ある。第1の問題は，友人との関係について親密さと
いう1次元のみで捉えられており，友人との比較や競
争意識といった側面については検討されていない点で
ある。Berndt（2002）は，友人関係を捉える次元と
して「親密性」「向社会的行動」「自己評価の向上支援」
などのポジティブな側面だけでなく，「葛藤」「支配」

「競争」などのネガティブな側面があり，友人からの
影響はポジティブな関係とネガティブな関係で異なる
可能性を指摘している。また榎本（1999）は，友人に
対する感情を分析し，「信頼・安定」「不安・懸念」「独
立」「ライバル意識」「葛藤」の5つの次元を見出して
いる。このように，友人関係は親密さ以外の側面から
も捉えられる。そのため，親密さといった親和的な関
係だけではなく，競争・ライバル意識といった競争的
な関係についても検討する必要がある。そして競争的
な関係では，友人は比較対象として機能すると考えら
れるため，学業における自他の類似性は低められる方
向に作用すると考えられる。

第2の問題は，友人からの影響について学習コンピ
テンスの違いが検討されていないことである。学習に
対する意欲や取り組みには，学習に対する自信や有能
感が関連しており，友人からの影響は自信や有能感の
高さによって異なると考えられる。外山（2006）は中
学校1年生を対象にして，比較する友人の学業成績と
生徒の学習コンピテンスが，学業成績に及ぼす影響に
ついて検討した。そして，比較する友人の学業成績が
高いとき，学習コンピテンスが高い生徒では学業成績

が向上するのに対し，学習コンピテンスが低い生徒で
は学業成績は向上しないこと，また友人の学業成績が
低いときは，生徒の学業コンピテンスの高さにかかわ
らず学業成績が低下することを明らかにした。この結
果は，生徒の学業成績に及ぼす友人からの影響は，そ
の友人の学業成績の高さだけでなく，生徒自身のコン
ピテンスによって異なることを示している。

本研究では，児童の授業での取り組みに注目し，児
童と友人間で授業での取り組みがどの程度類似してい
るのかを相関分析を用いて検討する。そして，友人に
対する感情が親和的か競争的かによって児童と友人間
の類似性が異なるかどうか，また友人に対する感情と
児童の学習コンピテンスの組み合わせによって，児童
と友人の授業での取り組みの類似性が異なるかどうか
を検討する。以上が本研究の第一の目的である。

本研究の第二の目的は，授業での取り組みにおける
児童と友人との類似性を高める要因について，その友
人との学習活動という観点から検討することである。
児童にとっての友人は，単に一緒に遊んだりおしゃべ
りをする相手にとどまらず，テストの成績を見せ合っ
て比較したり，わからないことを教え合ったりする学
習相手でもある。友人同士は，このような学習活動を
通じて相互に影響を及ぼし合い，学習に対する意欲や
授業での取り組みにおける類似性を高めていると考え
られる（Ryan, 2000, 2001）。本研究では，授業での取
り組みにおいて類似している友人関係において，これ
らの学習活動が多く認められるかどうかについて検討
する。

本研究では，これまでの研究を踏まえ，下記の仮説
を設定した。
仮説1： 友人に対する感情が安心や受容といった親和

的である場合，児童と友人の授業での取り組
みは正の相関関係にあるだろう。

仮説2： 友人に対する感情が競争や葛藤といった競争
的である場合，児童と友人の授業での取り組
みは負の相関関係にあるだろう。

仮説3： 友人に対する感情が安心や受容といった親和
的である場合，児童の学習コンピテンスが高
いほど，児童と友人の授業での取り組みにお
ける正の相関関係は強くなるだろう。

仮説4： 友人に対する感情が競争や葛藤といった競争
的である場合，児童の学習コンピテンスが低
いほど，児童と友人の授業での取り組みにお
ける負の相関関係は強くなるだろう。

仮説5： 児童の授業での取り組みと友人の授業での取
り組みの相関が高い群では低い群にくらべ
て，友人との学習活動の頻度が多いであろう。
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2．方法

2.1．調査対象者
A県内の公立小学校3校の5，6年生280名（男子

157名，女子123名）を対象に調査を行った。そのうち，
欠損値のあったものを除いた265名（男子145名，女
子120名）を分析の対象とした。

2.2．調査手続き
調査は各クラスにおいて担任教諭を通じて配布し，

一斉に回答してもらった。その際，調査の目的ととも
に，調査は匿名で授業とはまったく関係がないこと，
研究以外には使用しないこと，回答するかどうかは自
由であること，途中で回答を中止しても構わないこと，
回答が先生や他人に知られたり，個人が特定されたり
することはないことなどをフェイスシートに明記する
とともに，担任教師からも説明してもらった上で回答
を求めた。

なお，学級内の友人に関する質問（下記の（1），（2），
（4））では，「2学期に入ってから，一番よく遊んだり，
おしゃべりをしたりする，同じクラスの同性の友だち
を1人思い浮かべて下さい」と明記し，同じ学級に所
属する親しい同性友人を1人想起させて回答を求めた。

2.3．調査内容
（1）児童と友人の授業での取り組み

布施・小平・安藤（2006）積極的授業参加行動尺度
を参考にして，「授業中は，先生の話をしっかり聞い
ている」「授業中，黒板に書かれたことをきちんとノー
トに写している」「グループで課題に取り組むとき，
ふざけずにまじめに取り組んでいる」など全6項目で
測定した。学級内での相対的な取り組みの程度を測定
するために，質問項目の文頭に「クラスのみんなと比
べて」という文言をつけるとともに，児童自身の授業
での取り組みについては文頭に「あなたは」を付け，
友人の授業での取り組みについては文頭に「その友だ
ちは」を付けて区別した。さらに，学級全体との比較
を明確にするために，「クラスのみんな（平均）」を「3．
ふつう」とした上で，「1．まったくそう思わない」「2．
あまりそう思わない」「3．ふつう」「4．ややそう思う」

「5．とてもそう思う」の5件法で回答を求めた。
（2）友人に対する感情

友人に対する感情として，ポジティブな側面（安心
感，受容感など）とネガティブな側面（ライバル・競
争意識，葛藤など）が存在すると想定して尺度を作成
した。ポジティブな側面については，大久保（2005）
が作成した学校への適応感尺度の「居心地の良さの感
覚」と「被信頼・受容感」の項目を参考にして5項目
を作成した。ネガティブな側面については，榎本（1999）
の友人との感情的側面を測る尺度からライバル意識を

測る2項目，葛藤を測る3項目の計5項目を使用した。
なお，特定の友人に対する感情を測定するため，質問
項目の文頭に「その友だちといると」のように特定の
友人を指す文言を付けた。回答方法は，「1．まったく
そう思わない」「2．あまりそう思わない」「3．どちら
ともいえない」「4．ややそう思う」「5．よくそう思う」
の5件法であった。
（3）児童の学習コンピテンス

桜井（1992）の児童用コンピテンス尺度における学
習コンピテンスの項目と，石川（1986）の自己有能感
尺度における認知（学習）項目を参考にして全6項目
で測定した。学習コンピテンスについても，学級内で
の相対的な学習コンピテンスを測定するために，質問
項目の文頭に「クラスのみんなと比べて」という文言
を付け，「クラスのみんな（平均）」を「3．ふつう」
として，「1．まったくしていない」「2．あまりしてい
ない」「3．ふつう」「4．ややしている」「5．よくして
いる」の5件法で回答を求めた。
（4）友人との学習活動

友人との学習活動の頻度を測定するために岡田
（2008）の友人との学習活動尺度を参考にして，友人
との学習活動に関する4項目を作成した。回答方法は，

「1．まったくしない」「2．あまりしない」「3．ときど
きしている」「4．よくしている」の4件法であった。

3．結果

3.1．尺度の検討
（1）児童と友人の授業での取り組み

授業での取り組みの6項目について，児童，友人の
それぞれについて主成分分析を行った。結果は表1に
示した。「先生が質問したとき，手を挙げる」，「ほか
の友だちが答えを間違えたら，笑ったりからかったり
する」は負荷量がやや低かったが，そのまま採用する
ことにした。逆転項目を処理した上で，児童，友人の
それぞれについて6項目の項目平均を算出し，「児童
の授業での取り組み」得点（M = 3.44, SD = 0.76），「友
人の授業での取り組み」得点（M = 3.72, SD = 0.85）
とした。α係数は，「児童の授業での取り組み」で.74，

「友人の授業での取り組み」で.78であった。
（2）友人に対する感情

友人に対する感情10項目について，主因子法によ
る因子分析を行った。固有値は，3.00，1.90，1.22，1.04，
0.54…であり4因子解を採用した。プロマックス回転
後の因子負荷量を表2にした。負荷量の高い項目から，
第1因子は「安心」，第2因子は「期待・信頼」，第3
因子は「競争」，第4因子は「遠慮・気遣い」と命名
した。当該因子にのみ負荷量の絶対値が.40以上とい
う基準で項目を分類し，逆転項目を処理した上で項目
平均を算出し，各下位尺度得点とした（安心M = 4.07, 
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SD = 1.07; 期待・信頼M = 3.07, SD = 0.87; 競争M = 
3.22, SD = 1.22; 遠慮・気遣いM = 2.47, SD = 0.94）。
α係数は「安心」で.91，「期待・信頼」で.76，「競争」
で.80．，「遠慮・気遣い」で.64であった。
（3）児童の学習コンピテンス

学習コンピテンスの5項目について主成分分析を
行った。結果は表3に示した。いずれの項目も絶対値
が.70以上の負荷を有していたため，5項目のすべて
を採用した。逆転項目を処理した上で，5項目の項目
平均を算出し，「児童の学習コンピテンス」得点

（M = 2.86, SD = 0.87）とした。α係数は.90であった。
（4）友人との学習活動

友人との学習活動の4項目について主成分分析を
行った。結果は表4に示した。いずれも.40以上の負
荷が認めれられたため，4項目の項目平均を算出し，

「友人との学習活動」得点（M = 2.49, SD = 0.68）と
した。α係数は.65であった。

3.2． 児童の授業での取り組みと友人の授業での取り
組みとの関係

児童と友人の授業での取り組みとの関連を検討する
ために，児童の授業での取り組みの全体得点と友人の
授業での取り組みの全体得点の相関係数を算出した。
その結果，児童の授業での取り組みと友人の授業での
取り組みとの間に有意な弱い正の相関が示された

（r = .23, p < .01）。また，児童と友人の授業での取り
組みについて，項目毎の相関係数も算出した。結果は
表1に示した。
「授業中，黒板に書かれたことを，きちんとノート

に写している」「授業が分からないときなどに，授業
とは関係のないことしてしまう」「グループで課題に
取り組むとき，ふざけずにまじめに取り組んでいる」

「ほかの友だちが答えを間違えたら，笑ったり，から
かったりする」で有意な弱～中程度の正の相関がみら
れた。

以上の結果から，積極的に授業に取り組んでいる児
童は，その友人も積極的に授業に取り組んでいること
が明らかとなった。ただし，児童と友人の相関の程度
は行動によって若干異なっており，「ほかの友だちが
答えを間違えたら，笑ったりからかったりする」では
相関がやや高く，「先生の話をしっかりと聞いている」

「先生が質問したとき，手を挙げる」といった，先生と
の関係に関する行動での相関は低いことも示された。

3.3． 友人に対する感情が児童と友人の授業での取り
組みの関係に及ぼす影響（仮説1，2の検討）

友人に対する感情の違いによって，児童と友人の授
業での取り組み間の相関が異なるかどうかを検討し
た。友人に対する感情（安心，期待・信頼，競争，遠
慮・気遣い）のそれぞれについて平均値以上，未満で

高低群に群分けし，各群の児童の授業での取り組みと
友人の授業での取り組みの相関係数を算出した。結果
は表5に示した。その結果，授業での取り組みにおけ
る児童と友人との相関は，友人に対する感情の高低に
よって異なることが示された。

安心と期待・信頼では，高群において児童の授業で
の取り組みと友人の授業での取り組みとの間に有意な
弱い正の相関がみられたが，低群では有意な相関はみ
られなかった。反対に，競争と遠慮・気遣いでは，高
群では有意な相関は示されず，低群において有意な正
の相関が示された。

つまり，友人に対す感情が安心や期待・信頼といっ
た親和的である場合には，正の相関関係がみられたこ
とから，仮説1は支持された。しかし，競争や葛藤が
高い場合では負の相関関係は示されず，逆に競争や葛
藤が低い場合に正の相関関係が示された。したがって，
仮説2は支持されなかった。

3.4． 友人に対する感情と学習コンピテンスが児童と
友人の授業での取り組みの関係に及ぼす影響
（仮説3，4の検討）

友人に対する感情と児童の学習コンピテンスの組み
合わせによって，児童の授業での取り組みと友人の授
業での取り組みとの関連が異なるかどうかを検討する
ために，友人に対する感情と学習コンピテンスをそれ
ぞれの平均値以上，未満によって高低群に群分けし，
それぞれの群ごとに，児童の授業での取り組みと友人
の授業での取り組みの相関係数を算出した。結果は表
6に示した。

安心と期待・信頼では，それらの感情が高くかつ学
習コンピテンスが高い群においてのみ，有意な正の相
関が示された。競争と遠慮・気遣いでは，それらの感
情が低くかつ学習コンピテンスの高い群において中程
度の有意な正の相関が示された。したがって，仮説3
は支持されたが，仮説4は支持されなかった。

3.5． 各群における友人との学習活動の頻度（仮説5
の検討）

授業での取り組みにおいて，児童と友人との相関が
高かった群では，友人との学習活動が多く行われてい
るかどうかを検討するために，友人との学習活動を従
属変数として，各感情の高低×コンピテンス高低の2
要因分散分析を行った。各群の学習活動の平均値と標
準偏差を表7に示した。

安心×学習コンピテンスの分析では，安心の主効果
（F （1, 261） = 14.45, p < .001）と学習コンピテンスの
主効果（F （1, 261） = 5.34, p < .05）が有意となり，安
心と学習コンピテンスの双方が高い群において，学習
活動得点がもっとも高いことが示された。期待・信頼
×学習コンピテンスの分析でも，期待・信頼の主効果
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表 4　友人との学習活動の主成分分析結果

表 3　児童の学習コンピテンスの主成分分析結果

表 2　友人に対する感情の因子分析結果（主因子法，プロマックス回転後）

表 1　児童と友人の授業での取り組みの主成分分析結果と児童－友人間相関

注）**p  <.01　*p  <.05
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（F （1, 261） = 10.89, p < .01）と学習コンピテンスの
主効果（F （1, 261） = 4.16, p < .05）が有意となり，期
待・信頼と学習コンピテンスの双方が高い群において，
学習活動得点がもっとも高いことが示された。競争×
学習コンピテンスの分析では，競争の主効果が有意と
なり（F （1, 261） = 11.67, p < .01），競争高群が低群
より学習活動得点が高かった。遠慮・気遣い×学習コ
ンピテンスの分析では，学習コンピテンスの主効果が
有意となり（F （1, 261） = 5.17, p < .05），学習コンピ
テンス高群が低群よりも学習活動得点が高かった。

以上の結果から，授業での取り組みで正の相関がみ
られた群では，友人との学習活動が多く行われている
ことが示された。このことは，テストの成績を見せ合っ
て比較したり，わからないことを教え合ったりことを
通じて，授業での取り組みにおける類似性が高められ
ていることを示唆している。したがって，仮説5は支
持された。

ただし，表7において高い正の相関が示された，競
争が低くかつ学習コンピテンスが高い群では，友人と
の学習活動はあまり多くないことも示された。このこ
とは，親和的な感情が強い場合において自他の類似性
が高められるプロセスと，競争的な感情が低い場合に
おいて自他の類似性が高められるプロセスでは，多少
異なる可能性が示唆される。

4．考察

本研究の目的は，児童の授業での取り組みは友人の
授業での取り組みと類似しており，正の相関関係にあ
ること，ただしその関係は，友人に対する感情や児童
の学習コンピテンスの程度によって異なることを明ら
かにすることであった。

4.1． 友人に対する感情が児童と友人の授業での取り
組みの関係に及ぼす影響（仮説1，2の検討）

仮説1として，友人に対する感情が安心や受容と
いった親和的である場合には，児童と友人の授業での

取り組みは正の相関関係にあり，逆に競争や葛藤と
いった競争的である場合には，児童と友人の授業での
取り組みは負の相関関係にあると予想した。

分析の結果，安心，期待・信頼といった親和的な感
情が高いときには，児童と友人の授業での取り組みは
正の相関関係にあることが示された。しかし，競争や
遠慮・気遣いといった競争的な感情が高いときには，
相関は認められず，低いときに正の相関がみられた。
この結果から，友人に対する親和的な感情が高い場合
の仮説1は支持されたが，競争的な感情が高い場合の
仮説2は支持されなかった。

友人に対して，安心や期待・信頼といった親和的な
感情が強いときに，児童と友人に正の相関が示された
理由については，友人に対する同調行動や同一視，モ
デリングなどの影響過程が考えられる。Ryan（2000, 
2001）によれば，児童同士は，親しい友人との情報交
換やモデリングなどを通じて相互に影響を及ぼし合っ
ており，学習動機づけや，授業での取り組み，学業成
績において類似してくると指摘している。本研究の結
果は，この指摘を支持する結果といえるだろう。

一方，競争や遠慮・気遣いといった競争的な感情が
強い場合では，予測された負の相関が示されなかった。
この点については，以下の3つの可能性が考えられる。
1つ目は，本研究で対象とした友人が，クラス内でもっ
ともよく遊んだりおしゃべりをする相手であったこと
である。このような相手に対する感情は，親和的な感
情が強く，競争的な感情は相対的に低いと考えられる。
また友人関係を形成する際にも，児童は態度や行動が
類似している相手を選択していると考えられる。その
結果，競争的な感情が高い場合でも，授業での取り組
みにおける友人同士の類似性は，友人でない児童同士
にくらべて相対的に高く保たれていたことが考えられ
る。本研究では同性の友人を1人想起させ，その友人
に対する感情を多面的に測定した。しかし，親和的な
関係にある友人と，競争的な関係にある友人をそれぞ
れ想定させて回答させれば異なる結果になったかも知
れない。

表 5　友人に対する感情の高低群別の児童と友人の授業での取り組み間の相関

注）**p  <.01

表 6　友人に対する感情と学習コンピテンスの高低群別の児童と友人の授業での取り組み間の相関

注）**p  <.01　*p  <.05
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2つ目は，本研究で自他の類似性を検討した指標が，
学業成績といったパフォーマンスではなく，授業での
取り組みといった「行動」であったことである。成績
といったパフォーマンスでの優れた他者の遂行は，自
己評価を脅かすため，その課題に対する意欲や関心を
低下させると考えられている（磯崎, 1994; Tesser, A., 
& Campbell, J., 1985）。しかし本研究で測定した授業
での取り組みは，パフォーマンスに影響する要因では
あるが，パフォーマンスそのものではない。そのため，
自己評価の直接的な脅威とはなりにくく，予想してい
た負の相関がみられなかった可能性が考えられる。

3つ目は，本研究の対象が小学生であったことであ
る。関係の親密さによって友人からの影響が異なるこ
とを示した石田らの研究（2015a, 2015b）は，中学生
を対象としていた。小学生は中学生にくらべて自他の
優劣に対する意識は低く，競争的な感情も低いと考え
られる。このような対象の違いが影響している可能性
も考えられる。

4.2． 友人に対する感情と学習コンピテンスが児童と
友人の授業での取り組みの関係に及ぼす影響
（仮説3，4の検討）

本研究では，友人に対する感情が安心や受容といっ
た親和的である場合，児童の学習コンピテンスが高い
ほど，児童と友人の授業での取り組みにおける正の相
関関係は強くなり（仮説3），逆に競争や葛藤といっ
た競争的な感情が高い場合は，児童の学習コンピテン
スが低いほど，児童と友人の授業での取り組みにおけ
る負の相関関係が強くなる（仮説4）と予想した。

分析の結果，友人に対する安心や期待・信頼が高く，
かつ学習コンピテンスが高いときに正の相関が示され
た。しかし競争では，競争の高低に関わらず学習コン
ピテンスが高いときに正の相関が認められ，遠慮・気
遣いでは，学習コンピテンスに関わらず，遠慮・気遣
いが低い場合に正の相関が示された。したがって，仮
説3は支持されたが，仮説4は支持されなかった。

友人に対する安心や期待・信頼といった親和的な感
情が強く，かつ児童の学習コンピテンスが高い場合，
友人は学習におけるモデルや同一視の対象として機能
し，友人が授業に積極的に取り組んでいる場合には，
自分も積極的に取り組むようになると考えられる。そ

のため，友人に対して親和的な感情が強く，かつ児童
の学習コンピテンスが高いときに，友人との正の相関
が示されたと考えられる。

一方，競争や遠慮・気遣いといった競争的な感情が
強い場合は，友人の授業での積極的な取り組みは自己
評価への脅威となるため，自身の授業での取り組みを
消極的にすることで，自己評価の維持をはかろうとす
ると予想した。またこの傾向は，学習に対するコンピ
テンスの低い児童でより顕著であると考えた。しかし，
これらの予測は支持されなかった。仮説1，2の検討
で述べたように，本研究で測定した児童と友人との類
似性の指標は，授業での取り組みという行動であり，
学業成績というパフォーマンスではなかった。また対
象が小学生であった。そのため，授業での取り組み自
体は，自己評価を下げる脅威とはなりにくかったため，
学習コンピテンスが低い場合であっても，負の相関関
係が有意となるまでには至らなかった可能性が考えら
れる。

4.3． 各群における友人との学習活動の頻度（仮説5
の検討）

本研究では，授業での取り組みにおける友人との類
似性を高める要因として，友人との学習活動を想定し，
友人に対する感情とコンピテンスの高低群別に，友人
との学習活動の頻度の違いについて検討した。

分析の結果，授業における取り組みの類似性が高
かった群では，友人とテストや成績を見せ合ったり，
わからないところを教えあったりといった活動を多く
行っており，このような友人との学習活動が，自他の
類似性を高める要因になっていることが示された。し
たがって，友人との学習活動が児童と友人の類似性に
関係しているという仮説5は支持された。

ただし，児童と友人間で高い正の相関が示された，
競争が低くかつ学習コンピテンスが高い群では，友人
との学習活動は多くないことも示された。友人との関
係において競争の感情を感じていないときには，友人
との比較し，どちらが勝っているか，もしくは劣って
いるかを気にする必要がない。そのため，競争的な感
情が高い場合には，これらの活動が多くならなかった
のではないかと考えられる。

注）カッコ内は標準偏差

表 7　友人に対する感情と学習コンピテンスの高低群別の友人との学習活動の平均値
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4.4．まとめと残された課題
本研究から，友人の授業での取り組みと児童の授業

での取り組みは，友人に対する感情が親和的である，
または競争的でない場合に類似性が高く，さらに学習
コンピテンスが高いときに類似性が高いことが示され
た。また友人との学習活動は，友人との類似性を高め
る要因になっており，これらの活動を通じて，授業での
取り組みを相互に高め合っている可能性が示唆された。

ただし本研究は，授業での取り組みにおける児童と
友人と相関関係を示したのみで，因果関係を示したわ
けではない。授業での取り組みが積極的な友人と一緒
にいることで，自身の授業での取り組みがより積極的
になった可能性もあるが，反対に授業での取り組みが
積極的な児童は，授業での取り組みが積極的な児童を
友人として選択しやすいという可能性もある。友人か
らの影響と，類似した友人の選択の影響を分離して検
討するには，縦断的な研究が不可欠である。この点は
今後の課題といえる。

また，どのような友人を想定させるかということに
ついても検討の余地がある。本研究では，クラス内で
もっともよく遊んだりおしゃべりをする同性の友人を
1人想起させ，その友人に対する感情を多面的に測定
した。そして，その友人に対する親和的な感情や競争
的な感情が高いか低いかで児童を分類し，その友人と
の授業での取り組みの相関を比較した。しかし，親和
的な感情を抱く友人と競争的な感情を抱く友人は，異
なる可能性がある。今後は，それぞれの感情を抱く友
人を複数想定させて，その友人との類似性について検
討する必要があるだろう。
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